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報告のアウトライン

 ソロモン諸島の木材生産概要

 ソロモン諸島の木材生産・輸出に関わる主な
法律・許認可システム

 伐採に関する手続き

 輸出に関する手続き
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 国土面積: 28,450 km2
 森林被覆率: 78%
 慣習地: 87%, 登録地（公有地）: 13%

慣習地内の集落間の境界は明確にされていないことが多い
国立公園などの保護林は存在せず。ただし標高400m以上は伐採禁止

ソロモン諸島
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Western(29)

Choiseul(28)

Isabel(21)

Guadalcanal(19)

Malaita(27)

Makira(21)

Rebel(4)
Temotu(3)

Central
(2)

州別の操業中の伐採ライセンス（Felling Licence） 合計154

 年間原木生産量 約300万m3 （植林木は15-20万m3）

1991-94年に行われた森林調査簿の結果から、持続可能な生産量は年間
25-30万m3と推定されていたが、これを大きく上回る量が伐採されている

伐採量が過剰であることは林業研究省スタッフを含めて広く認識されている
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2018年輸出量
丸太：318万m3
製材：1.5万m3
単板：1.5万m3

輸出先別丸太輸出額

インド

UN Comtradeの各国の輸入データ
から作成

中国  2018年ソロモン諸島の輸出収
入の79%は丸太輸出による

 将来的には丸太輸出禁止、国
内で高付加価値化の方針。し
かしインフラなどは未整備

 丸太は8割近く中国に輸出

 伐採された木材の大部分
は丸太のまま輸出

日本への輸出は90年代に約40万
m3あったが、現在は少ない（2017
年 4,505m3）

丸太

製材品 単板

生産量
ITTO Biennial Review Statistics
から作成

韓国
日本
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Species Trade name
Palaquium pencil cedar
Pometia pinnata akwa, taun
Calophyllum spp kalofilum
Pouteria spp (syn. Planchonella) red/white pouteria

Gonystylus macrophyllus ramin
Schizomeria serrata beabea, pink birch
Dillenia spp simpoh
Terminalia brassii brown terminalia
Canarium indicum gnali
Burkella spp red silkwood, nyatoh
Celtis spp hard/light celtis
Alstonia scholaris milky pine
Dysoxylum spp red dysoxylon
Endospermum medullosum basswood

Amoora cucullata amoora/ pacific maple
Parinari papuana busu plum
Maranthes corymbosa busu plum
Campnosperma brevipetiolatum campnosperma

Syzygium spp water gum

Pterocarpus indicus rosewood
Intsia bijuga kwila , merbau
Agathis macrophylia kauri
Dracontomelon dao walnut
Gmelina moluccana canoe tree, white

beech
Canarium spp,
Calamus spp

rattan

Agathis macrophylla agathis, vanikolo kauri
Vitex cofassus vasa, Vitex

Tectona grandis teak
Swietenia
macrophylla

mahogany,

Gmelina arborea white teak
Eucalyptus deglupta kamarere, bagras, leda
Acacia mangium mangium, salwood,

black wattle
Ochroma lagopus balsa

丸太輸出樹種 製材輸出樹種（丸太の輸出は禁止）

植林樹種

ソロモン諸島の主要用材樹種
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森林資源と木材利用・輸出に関する主要な法律

 森林資源・木材利用法（Forest Resources and Timber 
Utilisation Act）

 旧森林木材法（Forests and Timber Act）
 1969年制定、2000年まで9回改正

 以下の規則によって運用されている
• 森林・木材利用（伐採ライセンス）規則
• 森林資源・木材利用（木材ライセンスと木材伐採）規則
• 木材（課税・加工ライセンス）規則
• 森林資源・木材利用（保護種）規則

など

 環境法（Environment Act）
 為替管理法（Exchange Control Act）
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木材の伐採・加工許可のタイプ

(1) 伐採ライセンス（Felling license）
 ソロモン諸島の木材生産のほとんどがこのライセンスによるもの
 325ライセンス発行。ただし操業中は154 （2019年現在）。
 慣習地、公有地（登録地）、天然林、植林地を含む
 ライセンス期間：最長5年 更新可能
 ほとんどのライセンスホルダーは地域住民
 ほとんどは外国企業（マレーシア資本など。74-77社）が慣習地

所有者と契約して伐採を行っている。
 各事業地の伐採量の最低8%はソロモン諸島国内で加工義務

(2) 木材加工ライセンス（Milling license）
 Type A（伐採ライセンスで伐採された材の加工）とType B（伐採

も含んだ許可）
 90ライセンス発行（2019年現在）
 慣習地所有者による取得が多い
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ソロモン諸島の木材生産・輸出に関わる許認可

伐採ライセンス
Felling Licence

木材加工ライセンス
Milling Licence

Type A

特定許可
Special

Authority

木材加工ライセンス
Milling Licence

Type B

原木
輸出

木材製品
（主に製材）

輸出

開発合意
Development Consent

標準伐採合意Standard 
Logging Agreement
＜慣習地のみ＞

林業研究省

環境・気候変動・災害管理・気象省

州政府

原産地証明
Certification

of Origin

原産地証明
Certification of
Origin （任意）

輸出許可証
Permit to 

Export

市場価格認証
Market Price 
Certificate

ソロモン諸島中央銀行

大規模の伐採のみ

1010

Eagon社 25,000 ha
FSC認証2010-2015年
主に丸太輸出。単板の生
産・輸出も行っている

KFPL社 38,000 ha
FSC認証2005年-現在
丸太を輸出

ソロモン諸島には民間企業による植林プランテーションが2事業地存在
 登録地（公有地）で75年間の土地使用権を付与、伐採ライセンスで伐採を許可さ

れている。
 Eucalyptus, Acaciaなどを栽培

この他、地域住民による植林プロジェクトも行われてきたが、生産量は少ない。
6,000 ha程度あると推定されている（2008年）
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慣習地における伐採企業と土地所有者（地域住民）との
標準伐採合意（Standard Logging Agreement）
 伐採企業は林業研究省に対し、木材伐採権（Timber Right）を獲得する

交渉を始めるための申請（Form 1）を行う
 州政府は当該地域で、伐採企業と地域住民の代表の間での木材伐採権

聴聞会（Timber Right Hearing）を主催（林業研究省スタッフはオブザー
バー参加）し、林業研究省への通告書類（Form 2）を作成

 伐採企業と地域住民は、話し合いの結果を標準伐採合意（Standard
Logging Agreement：Form 4）に記載してサインする

 標準伐採合意の内容が林業研究省に承認されたら、州政府は決定事項
をForm 3に記載して公開

しかしながら実際には、地域住民が、木材伐採権聴聞会に基づく
州政府の決定に同意せず、裁判に訴えるケースが多い

 首長協議会（House of Chiefs）の裁定を求める
 その裁定に同意できない場合は、地方法廷（Local Court）に上訴
 さらにその裁定に同意できない場合は、慣習地上訴法廷（Customary

Land Appeal Court）に上訴。最終的な裁定となる

1212

伐採ライセンスの承認後、事業者は以下を作成
 年間伐採計画（Annual Harvesting Plan）：林業研究省コミッ

ショナーの承認が必要
 林班伐採計画（Coupe Plan）：林業研究省州事務所のスタッフ

が現地調査の上、承認が必要
→これらの承認を得て、伐採

 事業者は環境・気候変動・災害管理・気象省（Ministry of 
Environment, Climate Change, Disaster Management and 
Meteorology）から開発合意（Development Consent）を取得
する

ただし審査は通常、書類ベースのみで、現地査察は行わない

事業者は林業研究省に伐採ライセンス（Felling license）を申請
 伐採エリア、伐採方法などの情報
 標準伐採合意（Form 1, 2, 3, 4）
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伐採ライセンス（Felling license）の例
9つのコミュニティの慣習地にまたがる

木材加工ライセンス（Milling license）の例

Milling LicenseのID

Felling LicenseのID

慣習地の所有コミュニティ 慣習地の所有コミュニティ

1414

年間伐採計画（Annual Harvesting
Plan）の例
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 伐採の詳細は伐採施業規程（Code of
Logging Practice）に従う

 伐採した木材は、タグ付けなど
は行わず、貯木場（海辺など）
に送られる

 貯木場で計測され、林業研究
省に報告（この報告をもとに輸
出税が支払われる）

 林業研究省のスタッフは貯木
場で10%サンプリング調査を行
い、確認する

林業研究省のスタッフは必要に応じて現地査察
しかし人員不足で遠隔地はむずかしい

https://www.facebook.com/TransparencySI

1616

丸太の輸出手続き
1. 事業者は林業研究省コミッショナーから市場価格認証

（Market Price Certificate）を取得
2. ソロモン諸島中央銀行から特定許可（Specific Authority）を

取得
3. 税関に輸出税支払いを申請
4. 林業研究省から原産地証明（Certificate of Origin）を取得

代金の支払い
1. 木材の購入者はソロモン諸島内の銀行に対して支払う
2. 支払いは以下の様に分配される

• 25% 輸出税 （8%は再植林費）
• 15% 慣習地土地所有者
• 60% 伐採会社

3. コミュニティ間で土地紛争がある場合、裁判所の判決が出
た後、その裁定に従って分配される
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製材品の輸出手続き
1. 事業者は林業研究省から輸出許可（Permit to Export）を

取得
2. 市場価格認証などは必要ない
3. 事業者は税関に輸出税を支払う
4. 購入者はソロモン諸島の輸出事業者に直接代価を支払う
5. （任意）林業研究省から原産地証明を取得できる

1818

丸太のための原産地証明書
（Certificate of Origin）の例

製材のための原産地証明書
（Certificate of Origin）の例

Milling LicenseのID

Felling LicenseのID

Market Price CertificateのID

リスク緩和措置の一例（2019年）：
ソロモン諸島産丸太を中国で加工、UKに再輸出
UK政府は中国のサプライヤーから提供されたソ
ロモン諸島からの原産地証明の信憑性について、
ソロモン林業研究省に確認を求める
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製材の輸出許可証（Permit to Export）の例

Milling LicenseのID

樹種、数量

2020

まとめ

 ソロモン諸島の森林の87%は慣習地である。

 伐採ライセンスは最長5年間と短期であり、慣習地にお
ける長期の森林管理制度は存在しない。この結果、現
在は持続可能とされる量を大きく上回る量が伐採され
ており、その問題は官民で広く認識されている。

 ソロモン諸島政府による伐採事業者の監督は、丸太輸
出税の徴収に重点が置かれている。

 丸太の輸出の際には、中央銀行からの特定許可、林
業研究省からの原産地証明書の双方を取得する

 木材製品の輸出の際は、林業研究省から輸出許可証
を取得する
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